
評価
項目

評価指標 具体的手立て
現状（達成状況および対策）

＜児、保、教は、それぞれのアンケートの肯定的割合＞
＜×はアンケート未実施＞

自己
評価

関係者
評価

学校関係者評価コメント

(1)スクールス
ポーツプランに
基づいた体力の
向上

①目標を立て運動に
親しむ児童（80％以
上）

＜児72、保72、教67＞
評価基準：運動に親しんでいると答えた児童80％

運動に親しむ様子は多く見られている。運動能力について個人差
が大きく、体育科の授業におけるのびのび運動の実施などで運動
能力を伸ばす取組を実践中である。

2 3

①早寝・早起き・朝
ごはんの推進（95％
以上）

＜児88、保93、教80＞
評価基準：自己評価アンケート95％

朝ご飯の摂取率は90％以上と高くなっている。起床、就寝時刻に
課題がある。引き続き家庭と協力していく。

2 2

②むし歯治療完治
（80％以上）

＜児92、保100、教80＞
評価基準：むし歯治療完治80％

学校からの啓発については、高い割合で保護者に認知していただ
いている。治療率は半分にも満たないので、今後も継続して治療
勧告を行う。

2 2

③メディアコント
ロール

＜児76、保57、教60＞
評価基準：メディア時間の把握と啓発

メディア時間について、休日の利用時間が2時間を大幅に超えてい
る児童もいる。家庭との連携を密にし、デジタル通信の発行や学
級懇談会での話題に取り上げる。次年度は学校保健委員会で取り
組む予定である。

1 1

(2)健康的な生
活習慣の定着

３
　
健
や
か
な
体
の
育
成
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※　評価・・・・大変良い　４点　　良い　３点　　もう少し　２点　　改善を要する　１点



(3)望ましい食
習慣の確立

①弁当の日の充実
(弁当づくり関わり
率95％以上）

＜児96、保93、教100＞
評価基準：弁当づくり関わり率95％

本年度は行事の都合上、弁当の日の代わりに、魚さばき体験を校
外学習で行ったり、防災食づくりに取り組んだりした。自己評価
アンケートからは高い関心をもっていることがわかった。
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